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著
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語
と
越
南
漢
字
音』

(r国語学J 178 集評) r中古漢語と越南漢字音j

本書の
刊
行を一
途に
推進せ
し
め
て
来た 、
その
門下生た
る
編
集者の

「
後
記」に
依れば 、
当
初は 、
本著
者三
根谷
徹の
全
著
作を
集め 、
そ
れ
ら

を
ば 、
中国立日
韻
学 、
越
南語
学 、
及び 、
言
語
学とし
て
纏め 、
以て三
巻

に
分か
ち
て
世に
出だ
す
とい
う
計
画で
あっ
た
と
言う 。
そ
れが
宛らに
実

現せ
ば 、
そ
は
正
に三
根
谷
言
語
学の
集大
成とな
るべ
か
りし
もの
で
あっ

た 。
しか
れど
も 、
今 、
眼
前に
ある
は 、
その
如きの
貌の
もの
な
ら
ざ
る

は 、
我々
に
とっ
て
甚く
惜し
ま
れる
とこ
ろ
で
ある 。
その
聞の
消
息は 、

同じ
き
そ
の
「
後
記」
が
明か
し
てい
るが
如くで
ある 。
が 、
そ
れは
そ
れ

とし
て
l 、

現
実の
当
該
書は 、
第一
部「
中
国
音韻
学の
研
究」 、
第二
部「
越

南
漢
字
音の
研
究」な
る二
部
構成を
採っ
てい
る 。
しか
し 、
その
前
者は 、

実
質
的に
は
両
様の
もの
を
含む 。
即ち 、
一
は
その
標
題
下に
収ま
る
もの

で
あ
り 、
他は
越
南語
学に
属する
もの 、
つ
ま
り 、
其処に
珍け
る
その
音

と
文
字とに
関する
もの
で
ある 。
対し
て 、
そ
の
後
者 、
第二
部は 、
曽て

の
そ
の
名の
名
著(今を去る事二
十有余年)
の
覆
刻 、
再
版で
ある 。
斯か

れ
ば 、
著
者の
その
言
語
学プロパ
1

の
もの
|そ

れが
幾許
程の
ものか 、

私は
皆
目
存知せ
ぬ
が
|以

外に
て
の 、
略々
根
幹
的なる
とこ
ろ
は
葱に
収

〔書

両

松

雄

政

録せ
ら
れてい
る
と
推さ
れるの
で
ある 。

さ
て 、
今 、
更め
て
熱々
慮るに 、一言語
学科教
授としての
著
者の 、
そ

の
右の
如きの
当
書で
あれ
ば 、
そ
れに
就きての
書評に
は 、
本来
的に
は

言
語
学 、
乃至 、
中国語
学上よ
りしての
適切なる
専家が
他に
幾ら
もい

るは
ずで
ある 。
そ
れに
も
拘ら
ずに 、
敢えて一
介の
国
語
学徒に
過ぎぬ

私に
そ
れが
課
さ
れしに
は 、
自ずか
らに
その
視野に
限
界の
存する
事と

なる 。
そ
し
て 、
そ
れ
も
亦そ
れで
理の
当然で
ある 。
因りて 、
所謂
漢
字

文
化
圏の
内の一
つ 、
日
本に
除ける
漢
字の
音の
研
究に
従事する
者とし

て 、
その
視
点よ
り
本書に
専らに
対時するの
外は
無きの
で
ある 。

とし
て 、
先ず
最初に
吐
露すべ
きの
感懐は 、
右述の
漢
字文
化
圏に
属

する三
者の 、
その
漢
字の
音の
中 、
朝鮮のに
は 、
既に(昭和四十三
年 、

一
九六八)
河野六
郎の
著が
あ
り 、
また 、
越
南のに
は 、
そ
れに
後れる
事

四
年に
し
て(昭和四十七年) 、
本著
者三
根谷の
尊書(本書第二
部)
が
存

するに
対し
て 、
我が
国のに
は 、
その
両
者に
括抗する
程の
もの
を
未だ

に
欠くとい
う
点で
ある 。
その
所以の
最大なる
もの
は
|

無
論 、
右の三

者に
は
種々
の
条
件が
絡み
合っ
てい
て 、
その
有り
様は三
者三
様と
言つ

つべ
きで
は
ある
げ
れど
も
| 、

とにか
くに 、
前二
者は 、
そ
れぞ
れに
独

自の
中古
中国立国
体系を
樹立し 、
そして
其処よ
り
出立さ
れるに
反して 、
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遺
憾なが
ら
も
我が
方は 、
そ
れ
を
な
し
得てい
ぬ
とい
う 、
そ
の
所に
求め

得る
と
思わ
れる 。
斯か
る
視
点よ
りせ
ば 、
日
本漢
字音の
方も
亦 、
何
時

の
日にか 、
借り
物な
らぬ 、
自
発
的な
る
独自の
彼土
中
古
音
体系の
構築

の
上に
立
脚し
て 、
き
て
脚
下照
顧宜
し
く 、

我が
方の
もの
の
鳥
隊が
成
就

さ
るべ
き
で
ある 。
私とし
て
は
従
前 、
その
事を
考え
続け
ては
来たが 、

'」九九du
今
度ま
た
本書に
対面し
て 、
弥が
上に
も
その
感が
昂
揚せ
しめ
ら
れる 。

せぐ〈ま

やは
り 、
国
語
学の
み
の
領
域に
躍
錠と
踊る
限り 、
所
詮そ
れは
井
底の
娃

に
留ま
る
しか
ない 。
須ら
く

吾人は一
般
言語
学な
る
大
海に
て
泳ぐに
カ

め
るべ
き
で
ある 。
別し
て 、
当面 、
対
象は 、
土
台 、
日・
中
両国
語に
相

亘
る
学
際
的
55
E2N一℃一吉
野
な
る
拡が
り
を
有す
る
も
の
で
あ
る 。
そ
の

事に
自
覚
的に
な
らば
な
る
程に 、
右の
極め
て
大
事た
るは
自明で
ある 。

そ
の
意
味で
は 、
本書は 、
我々
の
今後に
大い
な
る
指
針を
与える
もの
で

も
ある 。
本稿の
努
頭に 、
三
根
谷
言語
学の
全
貌の
開
陳を
甚く
糞
求せ
し

の
も 、
実は
葱に
底
意を
有するが
故に
で
あっ
た 。
因みに
付
帯するに 、

か
の
有坂
秀
世の
偉大さは
葱に
連
繋し
て一
段と
際立つ
もの
となる
次
第

で
ある 。

本書の
第一
部は 、
十四
編の
論
文よ
り
成る 。
その
内訳は 、
九
編の
中

国
語
学(「韻鏡と越南漢字音」
を使宜上含める)
と、
五
編の
越
南語
学とで

ある 。
そ
の
発表
年次は 、
昭
和二
十四
年
こ
九四九)
の「
軽
唇
音化の
問

題」
よ
り
始ま
り
て 、
昭
和五
十七
年
ご
九八二)
の「
韻
鑑序
例
考」
に
終

わる 。
そ
の
間三
十三
年に
相亘
る(第二
部の従前の主著は 、
この最終論文

の
十
年
前
の
も
の
で
ある) 。
さ
て 、
こ
れ
らの
諸
編は 、
恐ら
く
著
者の
エ
キ
ス

開
vaz
E
の
集成と
言い
得る
もの
で
あろ
う 。
その
点 、
既に
河
野六
郎の

「
序」
で 、
「
各篇」
「
珠玉の
如き」
と
形容もさ
れてい
る
通りで
ある 。
蛮

に五口人は 、
語
学論文としての一
つ
の
模範を
見るの
思い
が
する 。
その

徽密さ 、
犀
利さ 、
体系
性 、
論理
性 、
等々

、
何れの
面に
て
も 、
以て
亀

鑑とな
すべ
きに
値するが
故に
で
ある 。
その
事を
体
感しつつ 、
一
々
の

論
文を
追い
行くに
| 、

先ず 、
本書の
中国立日韻
学関係の
ものの
その
力

点は 、
『
韻鏡』
の
本質の
解明に
ある 。
その
事は 、
その
論
題の
多くが 、

そ
れに
関わっ
てい
るの
を
以てしで
も
明
白で
ある 。
そして 、
そ
れを
象

徴するか
の
如くに
して 、
本書の
筆頭に
は 、
大
学での
国語
学特殊
研
究

の
講
義
録「
韻
鏡
新議」
が 、
「
韻
鏡と
中
古
漢語」
と
改
題して
据えられて

い
るの
で
ある 。
こ
れは 、
年次上は 、
最終の
もの
と
言っ
て
もよい(大学

で
の
講
義
は 、

昭
和
五
十
六
年
と
五
十
九
年
と
に
行
わ
れ
て
い
る 。

そ
の
聞
に 、

昭
和

五十七年の「韻鑑序例考」
が位置する)
もの
た
るが
放に 、
蓋し 、
葱に
著

者のこ
の
テ
lマ

に
関する
精髄が
窺知し
得る
事となる 。
が 、
同時に
そ

れは
裏返せ
ば 、
此処を
巡る
主
要
諸
問題の
集合で
もこ
れは
ある
訳で
あ

る 。
因り
て 、
今 、
暫時葱に
滞
留するに 、
こ
れは 、
最初に
I

序説とし

て 、
{子
音に
関する
諸
問題の
考察の
拠り
所としての
韻鏡が
世に
云
為さ

れるが 、
しか
し 、
日
中古
漢語の
音韻
体系は 、
その
韻鏡を
離れて 、
切

韻
|広

韻の
反切の
体系よ
り
再
構さ
れる
もの
で
な
りれば
ならぬ 。
とし

て 、
その
た
めに 、
陳澄以
降の
諸説の
紹介 、
批
判が
展開さ
れ 、
その
上

に
立つ
ての三
根谷
体系の
呈
示に
至
る 。
そして 、
最後は
山
韻鏡の
術語

に
就き
てで
ある 。
俗に
「
韻鏡
十三
年」
等と
称して 、
その
本質把援の

至
難
事たるが
喧
伝さ
れる
げ
れど
も 、
さ
れば
とて 、
その
十三
年を
経ば

分か
る
とい
う
体の
代
物に
てはこ
れは
あらぬ 。
そ
れの
清楚なる
解決に

は
なお
道
遠きのが
現
状で
ある 。
さ
れど 、
その
奮は
結論
的に
は
「
新し

い
音韻
体
系に
即しつつ 、
時に
外
国
語の
知
識に
助け
ら
れなが
ら 、
伝統
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評) r中古漢語と越南漢字音j

的な
韻
書の
体系を
整
理した
もの」
な
りと
看
破する
著
者に
従えば 、
そ

の
示
唆の
線を
延
伸して 、
ま
だ
別
途の
解明が
新たに
可能に
な
るの
期
待

が
抱か
れ
そ
うで
ある 。
但し 、
右の
本書の
「
結論」
は 、
特に
目
新しき

もの
で
は
ない 。
大
略斯か
るが
如き
事はこ
れ
ま
でに
指
摘さ
れて
は
来た 。

が 、
別して
は 、
その
半ば
辺
りに
言わ
れる「
外
国
語の
知
識」 、
或い
は
ま

た 、
他の
箇
所で 、
胡
僧の
解
釈 、
胡
僧の
耳
等と
記さ
れる 、
その
面の
強

調は 、
独自の三
根
谷
節
と
言つ
つべ
き
もの
で
ある 。
私見で
は 、
其処に

注
目し
たい 。
そ
れ
を
踏ま
えて 、
胡
僧か
ら
華
僧 、
そ
して 、
そ
れら
仏徒

に
依る
伝
承のル
l卜

(己花
月oE巾)
の
探
索は
未だ
充
分に
行わ
れた
とは

言い
難い 。
さ
ら
ば 、
そ
れに
活
路は
見出し
得ぬ
ものか 、
と
思
量するの

注ー
で
ある 。

右は
些か
に
先
走っ
て
し
まい
しが
た
め 、
蕊で
少し
く

後
戻り
するに 、

そ
の
H
の
中古
漢語の
音韻
体
系で
は 、
重
紐
問題は
如
何として
も
回
避し

得ぬ
もの
で
ある 。
その
諸
説は 、
私として
も
既に
纏めてい
るが(『日本

漢
字
音
概
論』 。

ま
た 、

日
本
漢
字
音
の
音
形
・

声
母
論
|

日
本
文
芸
研
究
付
・
3) 、

著
者の
立
場は
声
母に二
系を
立て
る
もの
で
ある 。
こ
れは 、
介
音の
口
蓋

性の
強
弱の
相
違は
声
母に
珍け
る
口
蓋
化の
強
弱の
そ
れに
作
用する 。
亙

か
ら
そ
の
声
母口
蓋
化の
要
素の
強
弱を
重
視するの
解
釈を
導
出する 。
こ

れに
て 、
重
紐声
母の
場
合は
見
事に
解き
得るが 、
対する
非重
紐の
方で

は 、
未だ
確
乎
とせ
ぬ
とこ
ろが
残る 。
著
者の
考えとして
は 、
陸士山
掌に

近きか
と
推さ
れは
する
け
れど
も 。
そ
して 、
此処に
て
剖
目すべ
きは 、

その
藤
堂
明
保
説に
対する
批
判で
ある 。
即ち 、
その
藤
堂は
重
紐をして 、

介
音と
主
母
音との
差に
帰せ
しむ
る
者で
あるが 、
その
両要
素を
立て
る

に
対して 、
そ
れは
「
音韻
論
的
解
釈として
は
無用の
論で
ある 。
介
音の

違い
と
する
説も 、
母
音の
違い
と
する
説も 、
音
声
的実現と
して
は 、
そ

〔書

の
双方に
違い
が
見ら
れる
事を
否
定してい
るの
で
は
な
く 、

相互の
影
響

を
見た
上
で 、
音韻
論
的に
その
差
異を
何れの
位
置に
認め
るか
とい
う
事

で
説が
分か
れてい
るの
で
ある」
と、
著
者は
極めて
手
厳し
く

評する 。

その
「
音韻
論
的
解釈」
と
は
抑々
如何なる
ものか 、
に
就きて 、
私
等に

は
改めて
頂門の一
針として 、
以て
銘すべ
きの一
言と
右は
なるの
で
あ

る 。こ
の
論は 、
必
然 、
以
前の
「
韻
鏡の三・
四
等につい
て」(本書所収)

に
開
陳さ
れし
もの
で
あ
り 、
そして 、
葱に
基づ
きて 、
著
者の
声母
体系

は
出
来する
事とな
る 。
そ
れは 、
陳澄の
四
十 、
カ
ール

グレ
ン
の四
十七 、

陸士山
章の
五
十一 、
ま
た 、
李栄の三
十六
声類に
対する 、
四
十六
類で
あ

る 。
こ
れは 、
直
接
的に
は
右の
最後
者 、
李栄の
批
判
的帰結で
ある(表面

上
は 、

李
栄
の
三
十
六
に 、

重
紐
声
母
十
を
加
え
た
数)

。

一
方 、
そ
の
韻
母
体
系は 、
やは
り
先論「
中古
漢語の
韻母の
体
系
||切

鎖の性
格||」(本書所収)
に
詳述さ
れし
とこ
ろの
もの
で
ある 。
そ
れは 、

藤
堂
説よ
り
出
発する 。
従っ
て 、
こ
れ
亦 、
或
意味に
て
は 、
その
音韻
論

的批
判よ
り
する 、
彼の
説を
克服せ
ん
と
する
もの
以
外の
何
物で
もなき

事とな
る 。
概説せ
ば 、
そ
れは 、
藤堂の
主
母
音音
素七
種に四
呼(
開
合

斉
撮)
を
掛けて
成る二
十八
欄体
系よ
り
出で
て 、
そ
れ
をば
可能な
限り

空
欄の
少な
き 、
均
斉の
取れた
もの
とい
う
観
点か
ら
見
直すとこ
ろに
始

ま
る 。
その
際 、
最初に
着手さ
れるの
は 、
唯一
つ
しか
な
き
\U\の
江
韻

で
あ
り 、
こ
れ
を
\ロ\に
依っ
て 、
前の
母
音 、
後の
子
音の
円
唇
性を
示

す\
20\に
修正
する 。
さ
れば 、
こ
れは
連鎖
的に
相隣り
する
\o\の

八
韻(東冬鍾尤侯魚虞模)
に
波及
する
事とな
り 、
斯くて 、
畢
覚 、
\U\\

。\の
都
合九
韻が 、
他の
母
音の
空
欄の
箇所に
動か
さ
れる 。
きで
して 、

五
母
音に
依る十八
段な
る三
根谷体系は
成立するの
で
ある 。
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右の 、
その
端
緒とな
りし
江
韻は 、
古
来 、
最も
問題とな
る(
吉三3〈巾3・

己ヨ2
2Zコ)
も
の
の一
つ
で 、
誰し
も
その
措
置に
迷い
惑わさ
れる
難
物な

る
も 、
そ
れに一
仮
説を
出だし
て
以て
そ
れか
ら
全
韻
母
体
系に
敷
術し
行

くの
そ
の
思
考
法 、
論
法は 、
ま
た
そ
れで一
つ
の
哲
学を
教
授する
もの
の

如くで
ある 。
私は
其処らに
甚だし
く
惹き
付け
ら
れ 、
吸
引さ
れる 。
さ

れ
ど 、
反
面 、
成
程こ
れはwoヨ
E
E
な
る
もの
で
は
あるが 、
しか
し 、
現

実
的に
適
応さ
すに
は
如
何 、
と
多少
傾首すべ
きの
感が
残るの
は
否
定し

難い 。
就
中に 、
我々

、
日
本漢
字音の
枠
組み
よ
り
発想する
者に
と
りて

は 、
右に
は
そ
う
素
直に 、
単簡に
は
従い
得ぬ
とこ
ろ
が
ある 。
即ち 、
例

せ
ば 、
その
\お\の
系
列で
は 、
歌
泰
談
韓関、唐
冬韻 、
\〉
\で
は 、
時
侯
車

痕登
東韻
等と
並ぶ
が
故に
で
ある 。
所謂
音韻
論
的
考察が
55一一
RE出一

注2

印UO「門
E
S
ER--巾EC包]巾ω匂一色)
に
堕
するの
行き
過ぎ
とい
う
点に
関

し
て
は
著
者
自
身に
十
分な
る
覚
悟が
ある 。
さ
る
自
覚を
有せ
る
著
者の 、

い
わ
ば
最大
限
度の
解
釈で
右は
なきか
と
思わ
れる 。
さ
りなが
ら
も 、
そ

れに
対し
て
且
うは
大い
に
尊重は
する
も 、
且
うは一
抹の
危
慢が
私に
は

払
拭し
切れぬ
の
で
ある 。
因りて 、
斯か
る
目
下の
私の
真
情を
葱に
記し

留め
置く 。

とこ
ろ
で 、
右の
如きの
声
母
体
系 、
韻母
体
系が 、
第二
部「
越
南漢
字

音の
研
究」
の
基
礎(切85)
とな
る 。
言を
侠つ
まで
もな
く 、
こ
の
尺
度

で
以て 、
中・
越の
対比は
行わ
れる 。
斯か
る
自己
自
身
製作の
準縄に
て

万
般が
計測し
得るの
は 、
非
常な
る
強
味で
ある 。
其処に
は
確
固た
る一

貫
性が
ある 。
さ
れば 、
磐石の
知くに
して
容
易に
は
揺動し
難い 。
蓋し 、

そ
の
書が
「
名
著」
と
称
揚さ
れて
宣な
る
哉で
ある 。
が 、
そ
れに
は
また

後に
触れる
とし
て 、
今は
再び
そのm
韻
鏡の
術語の
章を
見て
置か
ね
ば

な
らぬ 。
こ
の
韻図は
極めて
重
宝
な
るが
ため 、
古
来 、
寧ろ
無反
省に
利

用さ
れて
来過ぎた 。
その
実 、
その
本質は
悉
皆把
握し
切ら
れて
はい
な

い 。
そ
れに
対する
先述の
如き
著
者の
見
解で
あっ
た 。
彼の
先
輩河
野は 、

その
如き
を
最上
級の
形
容で
以て
讃
嘆する(「その本質を
本当の
意味で把

握した人は 、
著者の三
根谷氏を措いてはい
ない」
序) 。
しか
し
なが
ら 、

そ
うとし
て
も 、
実は
その
術語
、H，qヨ5
5
芯
与コ-ncm
の
真
意が
今葱で

全く
解明さ
れた
訳で
は
ない 。
私見に
依れば 、
その
意味で
は
そ
れは
未

だ
用
語
名
g己
5m
EzaEnr)
の
域に
留ま
る 、
となる 。
こ
れが
今
後
術

語に
まで
昇華せ
し
め
ら
れるに
は 、
こ
の
源流に
鑑み
て 、
やは
り
悉
曇
学

辺りに
深く
侵入
すべ
きの
要が
ある 。
三
根谷は 、
胡
僧の
事を
屡々
云
為

する
け
れど
も 、
その
有する
学に
関して
は
殆ど
何も
言わぬ 。
従っ
て 、

そ
れは
早晩
超
克さ
れね
ば
ならない 。
その
腕にこ
そ 、
新境地に
は
至
り

得るの
で
ある 。
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右の
如きの
韻鏡に
珍ける 、
その
具体
的なる
個別論として 、「
韻鏡に

お
ける
歌
文韻の
位
置」
が
展開さ
れる 。
こ
れは
要は 、
こ
の
果摂
歌
文韻

ご
等|二
十七・
二
十八転)
が 、
仮
摂麻韻
三
等|二
十九・
三
十転)
と
向

転図に
は
な
ら
ずに 、
別々
に
配
置さ
れる
とこ
ろに 、
こ
の
韻図と
切
韻と

の
聞の
体
系の
ずれが
如
実に
認め
ら
れる
とい
うもの
で
ある 。
即ち 、
通

例に
倣わば 、
斯か
る一・二
等(da)
は 、
同一
転
図に
配し
得るは
ずで

ある 。
しか
るに 、
そ
れに
反
する
は 、
こ
の
前者の
主
母
音が
韻
鏡
時代に
\

U\に
変じ
てい
たか
らに
他ならぬ 、
と
解さ
れる 。
しか
も 、
こ
の
両者問

に
は 、
その
内・
外転なる
差が
存する 。
若し
も 、
前者に
その
主
母
音の

変動が
無くん
ば 、
そ
れは
必然 、
外転で
あら
ね
ば
ならぬ 。
そ
れが 、
ま

たさに
非ざ
る(
内
転)
は 、
内・
外転の
差違が
母
音の
差で
ある
限り 、
不
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可
説の
事とな
る 。
とし
て 、
廷か
ら
発展
的に 、
当
該
書韻
鏡全
般の
内・

外転の
検
討に
移り
行く 。
実は 、
こ
の
内・
外転とて 、
当
面
未
解
決の
術

語(用語)
の
最た
る
もの
の一
で
あっ
て 、
既に
幾許か
の
説が
出ださ
れて

い
る 。
そ
の
中 、
羅
常
培の
内
外
高低説が
採ら
れる
事が
多き
も 、
他に
は 、

峯
村三
郎・
藤
堂
明
保の
内
外深
浅
説も
存する 。
そ
れ
ら
を
批
判する三
根

谷
説は 、
外
転を
G
a
E
e
とし
て 、
そ
れ
以
外を
内
転と
す
る
も
の
で
あ

る 。
こ
れは
恰か
も 、
右二
説の
中
間
的な
貌で
は
あるが 、
外転の
領
域は

や
や
狭
め
ら
れ
る 。
こ
れ
を
基
点とせ
ば 、
中古
中国音
十六
韻
摂の
中で 、

今
問題の
果・
仮
摂以
外に 、
なお 、
江止
擦
宕摂が
引っ
掛か
る 。
しか
し 、

蛮で 、
止
摂が 、
[
ニ
で 、
「
前
舌母
音で
あるか
ら 、
外転に
入
りそ
うな

もの
だが 、
中
舌的で
あっ
た
可
能
性も
あ
り 、一
応む|国
l

mld
の
系列以

外の
もの
と
し
て
内
転と
さ
れ
る
事も不
可能で
は
ない」
とさ
れるの
は 、

よ
くは

納
得し
得ぬ 。
つ
ま
り 、
\一
\は 、
内 、
外転何れに
属する
もの
なの

か
は 、
本
論で
は
明
確に
さ
れてお
らぬ
が
放に
で
ある 。

こ
の
如
くに
し
て 、
問題の
韻
摂は
著
者の
側で
は
解
決さ
れ
行くが 、
禁

摂の
み
は
最
後ま
で
残る 。
こ
れ
らに
は
諸
本の
校
合とて
決し
て
絶
対
的と

は
言い
難き
もの
が
揺
曳するが 、
李
新
魁の
「
韻
鏡
校謹』
で
は 、
そ
れを

内
転と
決
定する 。
無
論 、
三
根
谷と
て 、
こ
れが
内
転な
らば
問題は
無き

の
で
ある(
特にこ
れに
は
補注が
付さ
れる) 。
蕊でや
は
り
著
者の
厳
密な

る
資
料
観が
窺える 。
窓
意
的に
は
その
記
載が
動か
さ
れぬ
が
故に
で
ある 。

さ
れど 、
先の
果
摂
歌
文韻に
戻るに 、
其処で
は 、
例の
胡
僧の
耳な
る
点

に一
切
触れ
て
な
き
は 、
如
何とせ
し
事か 。
一
寸
気
懸りで
ある 。

そ
う
言えば 、
類
似の
移動に
は 、
外に 、
廃
韻の
位
置が
ある 。
こ
れに

関し
て
は 、
既に
拙稿に
て
披
漉せ
し
が
如くで
ある(ヴエ
ンクの日本漢字

音研究に
就いて
|日本文芸研究糾・2)

が 、
本書で
は 、
そ
の
言及が
ない 。

〔書

そ
れは 、
当
書が
韻
鏡
専一
の
研
究書に
ては
あらぬ
が
故に 、
その一
々
に

就き
て
は
記す
事は
な
く 、
その一
斑を
示すのみ
で
以て 、
その
全豹は
後

学が
トすべ
き
もの
なの
で
あろ
うと
推する 。
但し 、
その
韻鏡での 、
蒸

登
韻を
最後に
置く
とい
う 、
その
韻の
排列に
関し
ては 、
著
者の
口
よ
り

し
て
直に
聞きたき
もの
で
あっ
た 。
そ
れが
見えぬ
は
寂し
き
限りで
ある 。

著
者に
何
等か
の
その
知
見の
無い
は
ずは
ない
が
故に 。

その三
根
谷の
韻
鏡
論に
就きで
は 、
最後に
なお二
つ
の
特点を
記し
て

置か
ね
ば
な
らぬ 。
そ
の一
は 、
漢越
語(越南漢字音)
に
珍
け
る
独
特の

(合岡市口出『円高込
声調の
対応
その
平・
灰
声の
中の「
清
濁」立目
聞に
組
簡を

来たせ
る
事ーよ
りして 、
当
該韻図は 、
儒家の
標準音とは
異なる
仏
家

の
伝
統を
反
映する
もの
で
ある 、
と
帰
結する
点で
ある(韻鏡と越南漢字

音) 。
こ
れは 、
こ
れまでに
述べ
て
来し
胡
僧の
関
与とい
う
事と
深く
連
結

せ
し
めて 、
其処よ
り
波及する
問題は
甚大な
もの
となる 。
その二
は 、

何
故に
別し
て
は
日
本に
てこ
の
警が
持て
嫌さ
れしか
に
対する
洞
察で
あ

る 。
そは
簡
潔に
は 、
我が
字音仮
名遣の
ための
根拠とせ
しが
故に
で
あ

る
と
言う(韻鑑序例考) 。
無
論 、
俗
間で
は 、
人
名反切に
用い
ら
れる
事も

多かっ
たの
で
は
ある
げ
れど
も 、
最も
有効
適切なる
その
利用は 、
宣
長

の
『{子
音仮
字用
格』
に
その
典型を
見るが
如くなの
で
ある 。
葱よ
り
顧

み
る
時 、
その三
根谷
説の
正
当
性は
自ずか
らに
首肯さ
れ
得る 。

とこ
ろで 、
右の
如きに
の
み
何時ま
で
も
拘
泥し
てい
る
訳に
は
行かぬ

が
故に 、
一
日一 、
葱で
目を
転じ
て 、
本書
第一
部の
後半 、
越
南語学関係

を
見るに 、
こ
れは 、
著
者自
身の「あとが
き」
に
も
あるが
如く 、
「
非
専

門家に
向け
て
書か
れた
もの」
とい
う
本性上 、
甚だ
啓蒙的で
ある 。
因

りて 、
私の
如き
その
完全な
る
門外
漢に
と
りでは 、
こ
れはい
と
も
有り

難き
読み
物で
あっ
た 。
そ
し
て 、
その
越
南語に
関し
ては 、
最
低
限こ
こ
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らの
知
識を
拠
点として 、
次い
で 、
第二
部「
越
南漢
字音の
研
究」
に
入

り
行
く

事と
する 。
こ
の一
編は 、己
日ω5。13
百三月
Z
研
究に
携わる
私

とし
て
は 、
同じ
き
範
腐のa
gω一コ01〈-2コ白ヨ巾印一∞n
Z
で
あるが
故に 、

そ
の
基
盤た
る
中古
中
国立自の一
つ
の
在り
様を
示
唆する
もの
とし
て 、
兼

ね
てよ
り
常々
参看し
来た
れる
もの
で
ある 。
そ
れは 、
当
該の
研
究
法か

ら
説き
起こ
し 、
先行
研
究とその
資
料を
整
備し 、
さ
て 、
先に
見た
著
者

独自の
中古
漢語
体
系よ
りし
て
漢越
語を
照
射し
て 、
その
成立
を
論ずる

に
至
る 。
その
狙い
は 、
当
越
南の
如き
その
言
語
史
料の
乏しき
所で
の 、

そ
の一
大
材
料た
る
字音に
依る
音韻史
解明に
あるが 、
何と
言い
条 、
そ

れは
固
有の
もの
で
なきが
故に 、
勢い 、
か
な
り
幅広き
蓋
然
性を
有する

推
定に
留ま
ら
ざ
る
を
得ぬ
点が
ある 。
因っ
て 、
こ
の
成
果に
は
大い
な
る

限
界が
存するは
ずで
ある 。
が 、
著
者は
先
刻その
辺
りの
事は十
分に
押

さ
えてい
る 。
そ
の
上で
の
立
論に
は 、
大い
に
頼り
甲
斐が
ある 。
ために 、

私等は 、
寧ろ
無
条
件に
従前そ
れに
従っ
て
来た
訳で
ある 。
その
字音は 、

常
軌に
則っ
て 、
戸
母 、
韻母 、
及び
声
調の三
方
面に
分か
ちて
締
麗に
纏

め
ら
れ
てい
る 。
有り
体に
告白せ
ば 、
私は
|

幾度か
反
復するが
| 、

越

南
語は
皆目
解さぬ
者で
ある 。
さ
るに
依っ
て 、
こ
の
細
部に
就きて
容
略略

して
詮
無きに
終わる
を
避り 、
代わ
りて 、
若
干の
疑
問点と
啓
発さ
れし

点とに
関し
て
記す
事と
する 。

先ず
前
者は 、「
文
献に
依る
言
語
史は 、
書か
れた
言
語の
読み
方で
ある

ぷ祝立目。の
歴
史を
反
映する
もの
で
ある」は
当
前の
事なが
ら
も 、
そ
の「
規

範と
する か
読音u
を
改め
る」(川中古漢語)
事が
あるの
は 、
一
体 、
那辺

に
そ
の
因が
求め
ら
れるの
で
あろ
うか 、
とい
う
疑
念で
ある 。
例えば 、

具体
的に
は 、
玄応(初唐)
と
慧
琳(中唐)
との
その
両者
間の
「
際立っ

た
体
系
的
差
異」に
就き
ての
解
釈が
ある 。
そ
れ
をし
も 、
「
大き
な
音韻変

化」
に
は
非ずし
て 、
単に
規範
読立自の
更改のみ
で
以て
済まし
得る
もの

な
るや 、
否や 。
何が
故に 、
その
読立目は
改め
られる
ものか 。
現
実
音は

何
等反
映さ
れぬ
のか 。
尋
常に
は 、
現実が
動
くが
ために 、
その
情
勢に

叶うべ
く 、

規
範が
見直さ
れるに
は
非ざ
るか 。
こ
の
際 、
殊更に
彼土
唐

代に
ては 、
玄
宗の
盛唐以
降 、
その
長安音は
全き
標準音に
昇
華する 。

さ
る
程の
激
変する
現
実に
果たして
背ける
億に
て
此処は
宜しき
とは 、

一
寸考え
難
く
思われるの
で
ある 。

とし
て 、
翻っ
て
本書よ
り
啓発さ
る
るの
点は
多々
ある
も 、
その
中の

私に
とっ
ての
新知
識となる
もの
を
挙ぐるに 、
右に
因む
慧
琳音
義に
て 、

韻母に
は
旧
呉
音な
らぬ
新秦音が
示さ
れるに
反し 、
一
方 、
声母の
面で

は 、
伝
統を
変えずに
守旧
的で
あるの
は 、
何と
もこ
れまで
不可
思
議的

で
あっ
た 。
そ
れ
をば三
根谷は 、
対発
音関係に
て
説き
明か
さん
と
する 。

即ち 、
韻母は
新しい
もの
で
も(党語に)
十分
対応し
得るに
対して 、
声

母は
さに
非ず 、
と。
私は
当
時の
党
音に
も
暗きが
故に 、
今はこ
れ
を
信

慾するしか
他に
手立ては
ない 。
が 、
成
程 、
こ
れに
は
斯か
る
面か
ら
も

迫り
得るのか
と、
一
旦は
は
た
と
膝を
打ちしの
で
ある 。

別に
は 、
漢越
語が
仏教と
共に
導入さ
れた
とい
う
指
摘が
ある 。
其処

よ
りし
て 、
その
仏典読みが
越
語化さ
れる 。
斯か
れば 、
例の
漢
字文化

圏た
る
朝鮮 、
日
本と
共に 、
その三
者は
正に
撲を一
に
して 、
中国の
漢

字とその
音と
を
摂
取し
始めた
事となる 。
加之 、
越
南に
は
諸
声
音
符読

み
も
ある
と
言う 。
こ
れは
当然至
極のよ
うで
も
あるが 、
しか
し 、
我が

国に
反し
て 、
韻鏡の
如き
規
則的に
字音を
導
出する
拠り
所は
持っ
てい

なかっ
た
らしい 。
ここ
らは
仲々
に
興
味の
尽き
ざる
諸
事象で
ある 。
そ

の
漢
字文
化
圏で
も 、
線て 、
越
南は
字崎を
経てロ
ーマ

字へ 、
序でに 、

朝鮮で
も
諺文が
創出さ
れて 、
漢
字は
衰退するの
運
命下に
晒さ
れる 。
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対
し
て 、
そ
れ
が
保
全
さ
れ
る
の
は
独
り

我
が
国
の
み
で
あ
る 。
当
初 、
歩
調

を
等
し
う
し
て
い
た
右
三
者
は 、
斯
く
て 、
漸
次
そ
れ
ぞ
れ
に
三
途
を
辿
っ
て

今
日
に
至
る
事
と
な
る 。
こ
れ
ら
を
巡
る
諸
問
題
は 、
葱
と
は
ま
た
別
次
元
の

も
の
で
は
あ
る
が 、
本
書
か
ら
発
展
的
に
得
し
め
ら
れ
る一
大
課
題
と
し
て 、

仮
令
今
は
画
蛇
添
足
と
は
な
ろ
う
と
も 、
敢
え
て
こ
れ
は
削
ら
ず
に
置
く 。

さ
て 、
指
定
枚
数
が
詰
ま
っ
て
来
た 。
そ
の
有
頭
無
尾
た
る
は
自
認
の
上
で

葱
で
締
め
括
ら
ね
ば
な
ら
ぬ 。
本
書
の
書
評
の
依
頼
を
受
け
て
以
来 、
私
は
我

が
た
め
に
と
張
り

切
っ
て
こ
の
書
を
緩
き 、
意
気
込
ん
で
こ
の
筆
を
執
り
し
の

注3

で
あ
る
が 、
所
詮 、
非
才
の
身 。
如
何
程
本章一回
の
真
価
を
記
し
得
た
か 、
甚
だ

覚
束
な
い 。
そ
れ
を
ば 、
書
は雷同
を
尽
く
さ
ず 、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
と
記
つ

け
て 、
以
て
そ
の
弁
解
の
辞
と
致
し
た
い 。
な
お 、
最
後
に
付
帯
す
る
に 、
本

書
に
も
や
は
り 、
書
名 、
術
語
等
の 、
最
小
限
に
で
も
そ
の
索
引
は
入
用
で
あ

る 。
こ
れ
が
論
文
集
で
あ
る
だ
け
に 、
そ
れ
だ
け
に
記
述
の
重
複
が
存
す
る 。

か
る
が
故
に 、
そ
の
検
索
の
便
を
得
る
が
た
め
に
で
あ
る 。

評J r中古漢語と越南漢字音J

注
1

こ
の
川
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
は 、

三
根
谷
門
下
生
に
依
る 、

そ
の
継
承 、

整

理
の
試
み
が
始
め
ら
れ
て
い
る 。

小
倉
肇
|

韻
鏡
の
術
語
(
l)

(
弘
前
大
国
語
国
文
学
U)

清
水
史
|

反
切
と
韻
図
(
愛
媛
大
人
文
学
会
創
立
日
周
年
記
念
論
集)

注
2

カ
1
ル
グ
レ
ン
|
わ
O
B
。
g
a
5
5

0『

句
y
o
コ
2
wm

E

〉
コ門
広
三

曲
コ
己

〉
5
7
2n
(U
E
Z印巾
l

撃
訳
(
張
洪
年)

で
は
「
智
力
遊
戯」 。

こ
れ
に
就
き
亀

井
孝
は
言
う
「
音
韻
論
が
行
き
過
ぎ
て 、

真
実
追
求
の
人
間
の
精
神
を
疎
外
し

て
専
門
家
の
手
品
に
な
ら
な
け
れ
ば
幸
せ
で
あ
る」(
ガ
行
の
か
な
|

同
論
文
集

3
所
収)

。

注
3

当
該
分
野
に
て
「
数
々
の
新
見
解
を
提
示
し
た
本
書
は 、

正
に・
:

言
語
学
上

の
輝
か
し
い
業
績
の
一

っ
と
言
え
よ
う」
(
汲
古
幻)
|

こ
の
推
薦
の
言 、

我
を

〔書

欺
か
ず 、

で
あ
る 。

(
平
成
五
年
五
月
二
十
五
日
発
行

一
二
O
O
O
円)

汲
古
書
院
刊
A
5

判
五
四
八
頁

||
関
西
学
院
大
学
教
授

||

(
平
成
六
年
四
月
五
日

受
理)
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